



Teaching practice of writing in the information age 






































































































藤枝 49(49) 92.0％ 88.5％
木曜・
２時限
藤枝 47(45) 89.9％ 90.5％
火曜・
４時限
磐田 75(40) 90.9％ 86.8％
表2　指導計画の概要






































































































































































70人 16人 13人 11人 10人 120人
2〜4
年生
22人 ３人 ４人 ３人 １人 33人
計 92人 19人 17人 14人 11人 153人 表5　友人との連絡手段
LINEのみ LINEとメール メールのみ
59人(85.5％ ) 8人(11.6％ ) 2人(2.9％ )
表4　１文での改行の数と複数文での改行の数
学生 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ
１文での
改行
９ 12 ５ 7 ３ ４ ２ ６ ０ ５
複数文での
改行


































































区分 第１段落 第２段落 第３段落 第４段落
人数 34人 6人 ４人 24人
図2　段落数の推移
図3　保有する１文１段落数(構成比)の推移
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中している。これは冒頭、末尾の１文で端的に
結論を述べようとした結果だと考えるのが自然
であって、図3において１〜３段の１文１段落
をもつものが増加したことは書き手の段落意識
を反映したものであることが推測できる。
３ 提出課題の記述内容
　前章で示した外形的変化が記述内容の変化
とどう結びつくのかを具体例に即して分析し
た。第２週の提出課題を段落数に応じて４
グループに分け、それぞれグループの中から
特徴的な学生を選んで記述内容の変化を調べ
た。以下に示したのは添削等を加えていない
提出時の文章である8）。
■学生Ａ( １段落で記述したもの)
　第２週の文章は、記述が羅列的で構成感に
乏しいが、第７週になると、「今日→私は→な
ぜなら→もちろん」のようにストーリーが明
確になっている。第12週(定期試験)では、段
落構成が整った上、「将来やりたい職業」と「な
りたい姿」の対比が明確に表現されている。
　いずれの週でも記述量は少ないものの、段
落構成という外形の変化が記述内容の深化と
結びついたものと言える。
■学生Ｂ( ２段落で記述したもの)
第２週
　オンライン授業が本格的に始まった。私
は、スマートフォンを使って授業を受けて
いる。スマホを使った授業はわかりやすく
便利だと感じた。しかし、家では学習の時
間とくつろぐ時間のメリハリが上手くつか
ないので、早く学校で授業を受けたい。こ
の自粛期間で当たり前の日常生活がどれだ
け幸せなのか知ることができた。早く学校
に通い、たくさんのことを学習し、友達を
作り、充実した大学生活を送りたい。学校
に通えるようになることを楽しみにしなが
ら、オンライン授業を頑張っていきたい。
第７週
　今日、コロナの影響でオンライン授業を
実施することが増えている。私は、オンラ
イン授業に賛成だ。なぜなら、外出せずに
受けることができ、授業の中で質問もでき、
授業を受けた中で不便に感じたことがない
からだ。もちろん実際に対面で行うことに
越したことはないが、これ以上コロナを広
めないためにもオンラインが一番適切だと
考える。
第12週
　わたしにはまだ、将来やりたい職業が決
まっていない。だから今、大学生活を通し
てやりたいことを探している。明確な目標
はまだないが、なりたい姿はきまっている。
　それは、人の心を救えるような人になる
ことだ。わたしは中学生のころ悩みがあっ
たが誰にも相談することができなかった。
この時、とても辛くてなにをするにも気分
が落ちていた。同じように悩みのある人の
心を助けられるような人になりたい。テレ
ビなどで誰かの自殺が報道されると、知ら
ない人のことだがすごくつらくなる。心が
苦しくて生きていきたくないと思う人が１
人でも減ってほしい。なので、今は心理学
などの講義を受けて勉強している。
　大学生活の中で興味のあることにたくさ
ん挑戦して将来の職業を決めていきたい。
将来の自分が後悔しないために、今できる
ことを考えて日々生活していく。
第２週
　スマホは学習に悪影響だ、とよく言われ
る。だがそれは数年前の話である。最近で
は学生のサポートとなるアプリやサイト、
zoomなどのオンライン授業向けのアプリも
ある。
しかし、ほとんどの人はゲームやSNSを中心
に使う傾向がある。これらは依存症やモラ
ルから外れた行動をもたらし、社会問題と
までなっている。だが使い方を気をつけれ
ばスマホは便利なのである。検索一つで疑
問の解決、遠距離での情報共有など様々な
利点がある。その人の意識次第でスマホは
学習に好影響をもたらすと私は考える。
第７週
　私は小学生がスマホを使うことに反対だ。
主な理由は三つある。
　一つ目は、スマホを使いこなすことがで
きないと思うからだ。スマホには便利で様々
8） 提出課題等を引用した学生については個々に承
諾を得たが、デリケートな内容を含むものなど
は掲出を避けた。そのため、掲出する週につい
ては規則性を欠いた。
情報化時代の論述指導
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　第２週の文章では、段落内での逆接が連続
したため主張が伝わりにくかった。第７週で
は、整然とした５段落構成で書かれているが、
３つの反対理由は羅列的に示されているだけ
で相互の関係は明確になっていない。第10週
では、「主張→対立意見→反論→まとめ」とい
う論理の展開と段落構成とが明確に結びつい
ている。
■学生Ｃ( ３段落で記述したもの)
でなく、減った分のお金を他のことにも使
えるようになるのが消費税凍結の効果であ
る。
　このようなことから、消費税の凍結は所得
補償や融資よりもメリットが大きいと考え
る。また消費の活性化も見込めるので経済対
策として消費税の凍結を行うべきである。
な機能がある。例を挙げると、検索、メモ、
文書の作成などがある。一方でこれらの機
能を使うには十分な知識が必要不可欠であ
る。使い方を誤れば犯罪にも巻き込まれる
恐れがあるからだ。小学生にはこのような
危険性があることを理解するのは難しい気
がする。
　二つ目は、スマホには便利な機能の他に
ゲームなどの娯楽があるからだ。勉強と遊
びの両立は私たち大学生でも難しいもので
あり、小学生にとってはさらに難しい問題
となってしまう。また小学生というのは義
務教育が始まってばかりなので、勉強の基
礎ができていない時期でもある。このよう
な大事な時期に勉強を疎かにすると中学校
や進学に支障が出てしまうと考えた。
　三つ目は、自分で文字を書くという機会
がなくなってしまうからだ。現代社会では
大人になるにつれて文字を書くことが減っ
ていく傾向にある。そのため読むことはで
きるが書くことはできないということが起
こりやすい。このようなことを避けるため
にも、小学生のうちは自分で文字を書くと
いうことを心がけるべきだと思うからだ。
第10週
　私は消費税を凍結するべきだと考える。
世界は今、新型コロナウイルスによる影響
で経済に深刻なダメージを受けている。日
本もその中の一国であり消費の冷え込みが
問題となっている。消費税を凍結すること
により、この冷え込みを緩和することがで
きるからだ。
　しかし、消費税の凍結をしても効果がな
いのではと言う人もいるだろう。実際に立
憲民主党の枝野氏は「非常時はみんな買い
物をしないから減税しても効果がない。」と
発言していた。また減税を行うよりも、所
得補償や融資を行うべきだという声も上
がっている。
　確かに消費税を減税しても感染のリスク
があるので外出しない人もいるだろう。そ
して所得保証や融資はお金を貰ったり借り
たりできるので、経済対策としては実感し
やすく賛同しやすいかもしれない。ところ
が消費税を減税、もしくは凍結するという
のはそれ以上の効果が期待できるのだ。今
の消費税率は10％なので、これが凍結され
たとすれば所得が10%増えたということと同
じになるからだ。具体的に言うと100万円の
ものを買う場合、消費税がつくと110万円を
払うことになる。しかし凍結された場合は
この10万円を他のことに使うことができる
ようになるのだ。払うべき金額が減るだけ
第２週
　私がスマホを初めて買ってもらったのは、
高校に入学する時だった。これを遅いと感
じる人もいるかもしれない。しかし、「スマ
ホを持たせることにより、学習面で何かと
疎かになってしまう部分が出てくるのでは
ないか」と、両親は考えていたように私は
感じている。
　ところが、現在新型コロナウイルスの影
響でオンライン授業が進められていること
から、スマホは学習環境を整える上で必要
なものであるとも私は考える。
　「スマホは学習を疎かにする原因」という
考えがある一方、「学習のためにスマホが必
要」という現状がある。改めてスマホとの
付き合い方を見直すことが大切だ。
第５週
　中学３年生の夏、私は進路について悩ん
でいた。当初、私は普通科高校への進学を
考えていた。ところが、体験授業で簿記の
楽しさを知ってしまったために商業高校へ
の興味が出てきてしまったのだ。結局私は
商業高校に進学したのだが、それまで進路
選択に悩んでいたのにはこのような理由が
あった。
　入学前、つまり中学時代、私は商業高校に
対して次のような先入観を持っていた。「勉
強の内容が商業に偏ってしまい、将来その
分野の進路にしか進めないのではないか」。
このように考えていたために、私は、商業
高校だけでなく、農業高校や工業高校といっ
た専門高校に行くという選択肢を持ってい
なかったのだ。
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　第２週の文章は、物事を多面的に見ようと
する点が優れているものの、逆接が連続した
ため主張の明確さという点ではやや物足りな
かった。第５週の文章は、充実した内容の文
章であるが、段落間のバランスに課題があっ
て主張が明確にならなかった9）。第７週の文
章は、内容を整理して説明しようとする意識
が明確で、構成感のある論述になっている。
■学生Ｄ( ４段落以上で記述したもの)
つまり、視野が広がるのだ。本や動画など、
異文化についての情報を得る手段は他にも
ある。ただ、それらからは得ることのでき
ない文化の違いによる価値観の違いは実際
にコミュニケーションをとることで知るこ
とができるものだと思う。私も、高校時代
にボランティア活動に参加し、実際に外国
の方とコミュニケーションをとったことで、
宗教による価値観の違いについて身をもっ
て知ることができた。
　これまで、私たちが受けてきた中学校から
の英語教育では、日本語のように流暢に英語
を使ったコミュニケーションをとることは
難しい。しかし、小学生という早い段階から
英語教育を行うことによって、こういった障
害はなくなり、広い視野を持ち、豊かな感性
を持った子供たちが育成される。広い視野を
持つことは、将来の選択肢も広がるという点
からもメリットがあると言える。
　したがって、英語でのコミュニケーショ
ンが可能になることによって、新たな価値
観や文化についての理解が深まり、広い視
野の獲得も可能になることから、私は小学
生からの英語教育に賛成する。
第２週
　今日、スマートフォン、或いはスマホと
呼ばれる携帯電話は、音声通話やメール等
によるやり取りだけではなく、様々な機能
が付属している。
例えば声だけではなく、顔や物を映しての
会話や「アプリ」というスマホに新たな機
能を追加するような画期的なもので、勉強
や仕事の効率化を図るといったものだ。
わからないことがあってもインターネット
環境さえあればまるで辞典のように扱って
9） 第５週の文章で段落間のバランスに課題があっ
たのは、時系列で記述したためでもある。時系
列型の記述について渡辺(2006)は、日米仏の子
ども対象とした作文実験の結果として、日本の
子どもの文章は「時系列型」であり、それは日
本の国語教育の特徴と一致するものだと述べて
いる。
　高校入学後、学生生活を送る中で、私は
それまで考えていた商業高校のイメージが
実際とは少しずれていたことに気が付いた。
授業内容については、確かに普通科の生徒
よりは普通科目の授業は少なく、商業科目
の授業は多かった。しかし、将来の進路に
ついては私の印象と完全に異なっており、
選択肢が限られてしまうのではなく、広げ
られるのだと分かった。商業科目を学ぶ中
で、経済活動に関わる様々な企業や職業の
存在、そしてその職業に携わる人たちの思
いについて学ぶことができた。それによっ
て、知らなかった世界や職業について知る
ことができたから進路選択の幅も広がった。
３年間商業高校生としての生活を送ってみ
て、かつての先入観は無くなり、商業高校
に進学することに対しては大きなメリット
があるという印象へと変化した。
　私には妹が２人いる。現在、２人とも私が
卒業した同じ商業高校に通っている。２人に
は、有意義な学生生活を送り、進路選択の幅
を思いきり広げた上で、後悔のない進路選択
をして欲しいと姉は切に願っている。
第７週
　2020年、小学校では教科としての英語教
育が始まった。これまでは、中学生から教
科としての英語が始まり、小学生は５年生
から「外国語活動」という科目での英語学
習が行われていた。しかし、国際化の進む
現代社会において、英語を使いこなせるこ
とは広い視野を獲得するためにも大切だ。
したがって、私は小学生からの英語教育に
賛成する。
　確かに、小学校では英語以外にも学ばな
ければならないことが多数あり、それに加
えて英語を学ぶことは生徒にとって、そし
て教員にとっても負担になるかもしれない。
また、英語教育の導入に反対する人の中に
は、「日本語もまともに使うことができない
のに、英語教育を行うのは良くない」といっ
た意見を持っている人もいる。
　しかし、英語を学び、使いこなせるよう
になることにはそれ以上に大きなメリット
があると私は考える。英語を使えるように
なれば、異なる文化圏の人たちと英語を使っ
てコミュニケーションをとることが可能と
なる。それは同時に自分とは違う価値観や
文化を学べるようになることも意味する。
情報化時代の論述指導
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　第２週の文章は１文１段落が連続する文章
である。１文の平均字数は約64字と長い。第
７週の文章も１文１段落が連続する文章であ
るが、１文の平均字数は約43字に減少してい
る。第10週では１文１段落の連続が解消され
るとともに、内容的にも構成感のある文章に
なっている。
　以上で見てきたように、この４人の文章に
ついては段落構成という外形的変化と記述内
容の変化が結びついていることが伺える。
そう考えると、間違いなく外出自粛という
選択が正しいと私は思う。
　主に首都圏で未だに感染が確認されるコ
ロナウィルスだが、そのほかの地域ではだ
んだん少なくなってきている。
とはいえ、まだ油断はできない。
数が少なくなったとはいえ日本に、しかも
この静岡県にも感染者はいる以上、感染し
てしまう可能性は少なくはないのだから。
完全に収束するにはまだ時間がかかりそう
で、後期からは大学に行くことになるが、
その時も気を緩めずに人との接触は極力控
えたいと思う。
そうしたほうが安全で、何より早くコロナ
禍を収束させることにつながるのだから。
第10週
　私は県外への観光は自粛すべきだと考える。
　確かに、このまま自粛を続けていたので
は経済は衰退していくばかりで、良くない
だろう。自粛をしていた人たちにとっても、
観光を楽しみたいという気持ちもあるだろ
う。GoToキャンペーンも上手くいけばメリッ
トは大きく、観光を促進する政策としては
いいものだと思う。
　しかし、東京に感染拡大の第二波が襲い
掛かっている現在、県外への流入を増やす
ことは得策ではない。逆もまた同じだ。無
症状患者の存在も確認されている。それに、
これで感染者が増えてしまったのでは「今
までやっていたことはなんだったのか」と
なってしまう。
　多少の感染者の増加は仕方のないことだ
と割り切ってこういったキャンペーンを出
したのは理解できるが、東京が第二波の感
染拡大に追われていて、特効薬も開発され
ていない現状では、時期尚早ではないかと
考える。もう少し時期を考えてから出して
ほしいとも思った。何にせよ、早くコロナ
禍が収束することを願うばかりだ。
容易に調べることができるし、「アプリ」を
使えば英単語の暗記や試験の過去問を解く
ことだって出来る。
また、学校の教師達は黒板やパソコンの画
面を共有して講義を行い、生徒は家でそれ
を視聴して講義を受けることも可能なのだ。
　しかしながら必ずしもいいことばかりと
いうわけではない。
これらの機能はとても便利ではあるが、正
しい知識を伴って使うことができないと学
習や仕事の効率が逆に落ちてしまうことす
らあり得る。
例えばZoom等のアプリを使ったオンライン
授業や会議。
これは何処にいてもインターネット環境が
あれば配信に参加することができるが、ホ
スト（配信する側）になった人の知識が疎
いとそもそも音声通話をすることすらまま
ならなかったり、離れたところからパソコ
ンの画面を共有できるという利点すら生か
しきれずに、唯々限られた時間を無駄にし
てしまうという事態に陥ることもある。
クライアント（配信に参加する側）の場合、
そもそも参加することができないというこ
ともあるかもしれない。
　こういったことがないように、自分を含
めてあらゆる機械を使う人はそれらをス
マートに扱えるようにならなければならな
いと私は考える。
頻繁に使う人でなくとも、だからこそ機械
を扱えるようになったほうがいいのかもし
れない。
有用な「仕事」をする機械が蔓延り、使う
場面が少なくないこの世の中で、ましてや
知識を持つことに損をすることなどないは
ずのだから。
第７週
　私は外出自粛に対して賛成だ。
というより、賛成せざるを得ないというほ
うが正しい。
何故なら、コロナウィルスに感染してしま
えば、自分だけが死んでしまうならまだし
も周りにいる家族や友達まで失ってしまう
かもしれないからだ。
　確かに、外出自粛によって人との関わり
合いが減ってしまい、他者とのつながりが
薄くなってしまったことは確かだし、そも
そも新しい出会いすらもできなかった。
また、家族が心配で会いに行きたくなった
りするかもしれない。
　だからといって感染を広めてしまえばコ
ロナ禍は収束しないままだし、その大切な
人を失ってしまうかもしれない。
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Ⅴ．まとめ
　情報化時代の論述指導では、多くの学生が
LINEによる言語活動を行っていることに留意
する必要がある。LINEは話し言葉の要素を多
く含んだものであることから、文字言語とし
ての段落意識について注意深く指導する必要
がある。
　オンラインでの論述指導では、ワープロソ
フトを活用することで字句の指導が軽減さ
れ、文や文章の構成に焦点化することができ
た。PowerPointは文章を俯瞰的に把握するた
めのツールとして活用することができた。ま
た、提出された課題文の加工が容易であるこ
とからシンプルで見やすいコメントの作成が
可能になった。
　第２週に学生が提出した文章には、段落の
概念が意識されていないと思われるものが少
なくなかった。後半には、段落数の変化や１
文１段落の出現状況から構成感の向上が伺え
た。掲出した４人の学生の文章からは、外形
的変化とともに記述内容の変化が伺えた。
　学生が提出した課題の中には家族関係や疾
病等デリケートな内容を含むものも見られた
ことから、これらを電子情報としてやりとり
する際には慎重な配慮が必要であった。また、
zoomのカメラ・オンを強制することには、プ
ライバシー保護等の観点から不安があった。
このように、オンラインでの論述指導を双方
向型で行うためには幾つかの課題があった。
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